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1.プランク定数・ボルツマン定数

(a)島元関係式

プランク定数 h = 6.626070040× 10−34J · s
電子の電荷 e = 1.6021766208× 10−19C、光の速度 c = 2.99792458× 108m/sである。

故に h
ec = 6.626070040×10−34J·s

(1.6021766208×10−19C)×(2.99792458×108m/s) = 1.37951× 10−23J · s2/(C ·m)は

ボルツマン定数 k = 1.38064852× 10−23J/K と一致する。

これより、

*k[J/K] =
h
ec [J·s2/(C·m)]

(島元関係式)を得る。

ここで、温度Kは電荷eの加速度的変化C ·m/s2である。

(b)気体の状態方程式、R = kNA・・気体定数、NA・・アボガドロ数

pV = nRT (nモル)⇒ pV = RT = kNAT (1モル)⇒ pV = kT (原子 1個) = h
ecT

(島元関係式)

(= hν)

２．温度 (T )、原子の衝突、最外殻電子 (速度 = v)の振動と光 (ν)の放出

T = ecd log γβ
2πdτ [C·m/s2]

(= ec · ν)、ν = d log γβ
2πdτ [/s]

(振動数)

*詳しくはhttp://www.nbu.ac.jp/∼shimamoto/genko.html




